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概要：経営学部は，社会科学系の学問領域であり，文科系の学部として位置付けされる。多様な学習領域を持つ

経営学部においては，問題解決能力を育成することは重要な学習分野である。高度情報化社会である近年，解決

手法はＰＣの分析ツールを利用することにより容易となり，文系の学生にとって困難と思われる数式を用いるこ

となく解答を得ることができる。そのため学生はますます数式を操る手法から遠のいているのが現状である。我々

は経営学部の学生が数を制御する力を養うために，数式を用いた問題解決能力育成のための演習を試みた。 

 

１．はじめに 

  

学生の数学能力は，当然のことながら理科系の学生に遠く及ばないのが現状である。しかしなが

ら，現在のように迅速な意思決定を求められる企業環境において，社会現象を予測すること（シ

ミュレーション）や管理資料を分析する等，数学的な手法を経営に用いることは，必要不可欠で

ある。本研究の目的は，経営学部において数学的手法をどのように習得させるかを明らかにする

ことである。 

 

２．数学に対する意識調査 

  

経営学部に所属する学生を対象に，数学に対するアンケート調査を行った。表１は，数学に対す

る意識調査の結果である。 

対象学生：1 年生（46 名），3 年生（38 名） 
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表 1 数学に対する意識調査 

 

 

 

 

 

※アンケートの質問は，1 点刻みの 5 点満点としている。 

  

表１より，「数学は経営学を学ぶ上で大切である（No.6）」という質問の回答の平均値が，１年生

「3.74」，３年生「4.26」と最も高い値となり，また標準偏差については最も低い値（ばらつき小）

となった。このことから，経営学部に所属する学生は，経営学を学ぶ上で数学が必要不可欠であ

るという認識を持っていることがわかった。また，学年が高いほど認識も高くなっていることが

わかる。しかしながら，質問 No.1～No.4 の回答からわかるように，数学に対しての苦手意識が

強く，何らかのコンプレックスとなっていることも伺える。 

以上のことから，数学に対する意識調査より，数学の大切さ重要さを理解しつつも，数学に対

して苦手意識があるために，学習方法を模索していることがわかった。 

 

３．数学的能力が求められる専門教育科目 

 

経営学部のカリキュラム体系は，経営管理，生産管理，労務管理，会計学の４つの領域が挙げ

られる。これらすべてに共通することは，組織における管理全般であり，データ分析が中心とな

ることがわかる。また，現在のような変化の激しい企業環境においては，常に迅速で尚且つ正確

な意思決定が求められる。正確な意思決定を行うためには，問題に対するアプローチの１つとし

て，数学的手法を習得する必要がある。 

 表２は，経営学部において数学的な能力が求められる主な科目である。経営学部のカリキュラ

ムを調べたところ，現状の専門教育科目の中で，ある程度の数学的能力が求められる科目の割合

は約 20％であることがわかった。 

「シミュレーション演習入門」や「データマイニング」は，コンピュータを利用した演習科目で

あるが，特に表計算ソフトの分析ツールの習得やＶＢＡを利用し処理手順の自動化を学習する。

処理の自動化はシミュレーションを行う場合，最も強力なツールとなる。経営学部の学生は 1 年

次から必修となっている情報技術で表計算ソフトに慣れ親しんでいることもあり，Microsoft 

Office のアプリケーション共通で利用できるプログラム言語 VBA（Visual Basic for 

Applications）を利用する。まずプログラムの流れをつかむために，流れ図を理解する。流れ図

No. 質問 平均 標準偏差 平均 標準偏差
1 数学が好き。 2.59 1.22 － －
2 数学は難しい。 3.91 1.13 － －
3 経営学部で数学の授業があれば履修したい。 2.35 1.22 － －
4 今後、数学を勉強したい。 2.46 1.17 － －
5 数学は生活をする上で大切である。 3.11 1.02 － －
6 数学は経営学を学ぶ上で大切である。 3.74 0.95 4.26 0.72
7 自分は四則演算を使った計算は速い。 3.09 1.24 3.18 1.14
8 方程式を使った計算は得意である。 2.53 1.22 2.68 1.16
9 文系大学に進学した理由は数学が必要ないからである。 2.56 1.16 2.32 1.29
10 高校時代の科目の中で嫌い（不得意）な科目に数学が入っている。 3.04 1.67 2.92 1.75

1年生 3年生
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（フローチャート）は問題の定義，分析，または解法の図的表現であって，演算，データ，流れ，

装置等を表現するために記号を用いたものである。1 つの入り口と 1 つの出口を持つようにプロ

グラムが設計されていれば，制御構造を利用してどのようなプログラム論理（ロジック）も記述

できる。制御構造には(1)順次構造(2)繰り返し構造(3)選択構造の３つがある。導入学習事例を以

下に紹介する。 

 

表 2 数学的能力が求められる主な専門教育科目 

 

 

 

演習①  

3 つの数字 A,B,C がある。これを昇順に並べ替えるプログラムの流れ図を作成せよ。 

（考え方） 

①A>B ならば A と B を入れ替える 

②A>C ならば A と C を入れ替える 

③B>C ならば B と C を入れ替える 

演習②  

給料（百円単位）の金種を求める流れ図を作成せよ。 

（考え方） 

①給料≧10000  1 万円札の枚数計算給料から 1 万円札分の金額を引く 

②給料≧5000  5 千札が 1 枚給料から 5 千円分の金額を引く 

③給料≧1000  千円札の枚数計算給料から千円札分の金額を引く 

④給料≧500  5 百円玉が 1 枚給料から五百分の金額を引く 

⑤給料≧100  百円玉の個数計算給料から百円玉分の金額を引く 

 

４．経営工学で用いられる手法 

  

３．で取り上げた表２の中でも特に，経営工学は「経営」を冠した理科系の分野である。経営工

学は，日本の製造業の大きな発展に貢献した学問の一つであるといえる。表 3 は，経営工学の分

野で用いられている主な手法である。経営工学分野では，生産現場における管理技術を研究の対

象としている。即ち，表 3 の手法は，生産現場において正確な意思決定を行うための道具として

利用される。経営工学に関する教育機関では，表 3 の手法の仕組み，適用の場等を教授する。従

って，ある程度の数学的知識が要求されることになる。 

17



城西情報科学研究 19 巻 1 号 

表 3 経営工学で用いられる主な手法 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．指導事例 

  

2.より，学生は数学に対して苦手意識はあるが，必要性は理解していることがわかった。しかし

ながら，数学的手法を学ぶためには，ある程度の数学的知識が必要である。現在の経営環境を考

える上で，数学的手法による迅速な意思決定が不可欠なことは一貫して述べている。本研究では，

いかに数学ということを意識させずに，数学的手法を学ばせるかに焦点をあてる。以下に，実際

にゼミナールで指導した内容を紹介する。 

 

5．1 QCストーリーを用いた問題解決演習 

 

 本ゼミナールでは，「問題解決能力の育成」をテーマに，各種演習を行っている。その中で，「ア

ンケート調査及び解析方法の習得」について，ゼミナール内でどのように演習しているかを紹介

する。 

この演習で行う数学的手法は，アンケート結果の解析に用いる主成分分析（多変量解析の一つ

（表３参照））である。主成分分析は，データが本来持っている情報から主要な要因を抽出し，そ

のデータが持っている情報を大まかに表現する。このため，主成分分析は大量のアンケートデー

タの解析等に多く使われている。 

アンケート調査は，何らかの目的を達成するためのアプローチの一つである。このため，本演

習ではアンケート調査及び解析を，QC ストーリーの中の一つのステップ（3.要因の解析）とし

て位置付けている。QC ストーリーとは，製造業において改善活動を論理的に進めるためのステ

ップ（1.テーマの選定，2.現状把握と目標の設定，3.要因の解析，4.対策の立案，5.効果の確認，

6.標準化）である。 

以上のように，学生が数学的手法を意識することなく，あくまでも QC ストーリーの中の一つ

のステップとして意識させる工夫をしている（図 1 参照）。具体的な学生への指導の仕方として
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は，はじめに QC ストーリーを教え，論理的に物事を解法に導くステップを教えた。次にアンケ

ートの作成及び実施方法を教えた。最後にアンケート結果の解析方法として主成分分析を教えた。

解析に関しては，具体的な数学理論には触れず，解析のためのソフトウェアの使い方，入力する

データ形式，出力された解析結果の見方及び解釈の仕方を重点的に教えた。 

演習の進め方としては，４名程度を１つのグループとし，そのグループをある会社に所属する

チームと想定する。チームが所属する会社及びその会社の競合他社を学生に自由に決めさせ，テ

ーマを指導者側から与える。そして議論，アンケート作成，解析等を各グループで行い，最終的

には QC ストーリーに沿って発表を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 指導イメージ 

 

5．2 理解度の把握 

  

表 4 は，演習を行った学生のアンケート結果である。No.1，No2 の質問，即ち演習全体に対して

は，一定の評価が得られていることがわかる。しかしながら，数学的手法に関する質問（No.3～

No.5）に関しては，理解度が低いことがわかる。 

 以上のことから，指導イメージ（図１）通りの結果を得ることができた。 

対象学生：3 年生（38 名） 

 

表 4 演習の理解度 

 

 

 

 

 

 

主成分分析

アンケート作成・解析演習

QCストーリーを用いた問題解決演習

No 質問 平均 標準偏差
1 QCストーリーにおける「テーマの選定」から「要因の解析」までは理解した。 3.26 0.89
2 アンケート作成からデータ解析までの一連の流れは理解した。 3.29 1.01
3 主成分分析は理解した。 2.55 0.86
4 主成分分析は理解していないが、入力するデータと分析結果の解釈は理解した。 2.76 0.82
5 主成分分析の仕組み（数学的な根拠）が気になった。 2.87 1.02
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６．おわりに 

  

本研究は，経営学部においてどのように数学的手法を習得させるかに焦点をあて，指導事例を紹

介した。指導事例は，ある一定の評価を得ることができたものの，改善の余地が多数残されてい

る。今後の研究として，経営学部における数学的思考の必要性の検討，数学的手法を道具として

使いこなすための演習開発，カリキュラムの中に数学的思考を養う科目の検討が挙げられる。 
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